
 

手
帳
の
市
場
規
模
は
１
億
冊
程
。
う
ち
６
割
が
法
人
市
場
で 

こ
こ
数
年
、
法
人
市
場
は
微
減
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
書

店
や
文
具
店
な
ど
で
取
り
扱
う[

個
人
市
場]

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特

に[

自
分
好
み
の
も
の
を
使
い
た
い]

と
い
う
女
性
へ
の
広
が
り
が
大

き
い
よ
う
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
利
用
し
て
い
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
が
や
は
り[

一
覧
し
や
す
い]

 [

記
入
が
楽]

な
ど
の
理
由
で[

ア

ナ
ロ
グ
回
帰]

の
傾
向
が
近
年
見
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。 

 

人
気
は
女
性
を
中
心
に
Ａ
６
文
庫
本
サ
イ
ズ
。
Ａ
６
サ
イ
ズ
は
、
記

入
ス
ペ
ー
ス
が
豊
富
で
、
か
つ
持
ち
運
び
に
も
便
利
な
点
が
人
気
の
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
男
性
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
手
帳
の
定
番

で
あ
る
縦
長
サ
イ
ズ
、
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
が
上
位
を
占
め
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
若
年
層
の
女
性
の
中
で
Ｂ
６
サ
イ
ズ
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
記
入
量
の
増
加
や
、
シ
ー
ル
・
ス
タ
ン
プ
な
ど
手
帳
用

グ
ッ
ズ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
要
望
か
ら
、
サ
イ

ズ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
今
後
は
Ｂ
６
サ
イ
ズ
の
動
向

が
注
目
さ
れ
ま
す
。
手
帳
の
使
い
方
は
、
男
女
で
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
以
外
の
手
帳
の
用
途
と
し
て
、
男
性
は[

業
務
・

行
動
記
録]

 
[

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
管
理]

 
[

ア
イ
デ
ア
整
理]

と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ

ス
の
実
用
面
が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
手
帳
活
用
の
効
用
に
つ
い
て
も

[

ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
減
少]

 
[

時
間
の
効
率
化]

な
ど
、
機
能
面
で

の
ポ
イ
ン
ト
が
女
性
に
比
べ
て
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
女
性

は[

自
分
以
外
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル] [

家
族
や
友
人
の
記
念
日
・
誕
生
日
」

な
ど
の
割
合
が
男
性
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
お
り
、
女
性
は
周
囲
の
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
様
子
が
、
手
帳
の
使
い
方
か
ら
も

見
受
け
ら
れ
、
男
性
は
手
帳
を[

仕
事
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る

た
め
の
道
具]

と
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は[

日
々
の
生
活
を
豊

か
に
、
周
囲
の
人
と
の
絆
を
深
め
る
存
在]

と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

活
用
の
仕
方
で
手
帳
を
育
て
自
ら
も
共
に
成
長
で
き
る
と
こ
ろ
が

手
帳
の
良
い
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 原子力事故で、点状に生じる放射

能汚染の激しい地域のことをホット

スポットと言いますが、千葉や都内、

横浜などの警戒区域外にも関わらず

ホットスポットが、更に狭く局地的

に測定される例が出てきています。

この範囲のことをマイクロスポット

と呼び、問題となっています。 

 放射性物質を運ぶ風と、太平洋か

らの温かい風がぶつかり、雨が降っ

た地点で、土や枯葉に染みこんだ雨

が地面の傾斜によって一箇所に集ま

って、放射性物質が凝縮したのが原

因ではと言われています。行政の定

地測定では安全線量の場所でも、雨

水が溜まりやすい側溝、雨樋の水が

落ちる場所、落ち葉が溜まった場所、

芝生など局地的に高い数値を示して

おり、除染も追いつかない状況です。 

 

【
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
の
ス
テ
ッ
プ(

２)

】 
 

【
４
】
販
売
店
／
工
務
店
へ
の
発
注 

販
売
店
／
工
務
店
か
ら
提
出
さ
れ
た
見
積
書
を
検

討
し
た
上
で
、
業
者
と
契
約
・
発
注
を
行
い
ま
す
。

決
し
て
安
価
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
慎
重
に
検
討

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
次
の
２

点
で
す
。
ま
ず
「
公
称
最
大
出
力
１
ｋＷ

当
た
り
の
導

入
費
用
」
に
注
目
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用
の
総
額

を
シ
ス
テ
ム
全
体
の
公
称
最
大
出
力
の
数
値
で
割
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
後
述
す
る
補
助
金
を
申
請
す
る
際
、

こ
の
１
ｋＷ

あ
た
り
の
数
字
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま

す
。
2011
年
８
月
現
在
、
国(

経
済
産
業
省)

か
ら
の
補

助
金
を
得
る
た
め
に
は
、
数
字
が
「
６０

万
円
以
下(

税

抜)

」
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
出
力
の

割
り
に
あ
ま
り
に
高
価
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
補

助
金
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
も
う
１
つ
は
「
手
続

き
代
行
の
有
無
」
に
つ
い
て
。
導
入
方
法
に
よ
っ
て
、

補
助
金
の
申
請
や
、
電
力
会
社
と
の
「
売
電
」
契
約

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
う
し
た
手
続
き
の

全
部(

あ
る
い
は
一
部)

を
代
行
し
て
も
ら
え
ば
、
手

間
や
時
間
を
減
ら
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
に
注
意

し
て
、
最
終
的
に
契
約
す
る
業
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

業
者
へ
契
約
・
発
注
し
た
ら
、
次
は
「
着
工
ま
で
に

行
う
手
続
き
」
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
段
階
で

行
う
の
は
次
項
目
２
つ
で
す
。 

【
５
】
補
助
金
制
度
の
調
査
と
申
請 

太
陽
光
発
電
の
新
規
導
入
時
に
は
国
か
ら
補
助
金

を
交
付
し
て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
な
ど

の
自
治
体
が
独
自
に
設
け
て
い
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
国(

経
産
省)

の
補
助
金
額
は
、
2011
年
度
は
「
１

kW
あ
た
り
4.8
万
円
」
。
こ
の
補
助
金
を
受
け
る
た

め
の
条
件
は
「
公
証
最
大
出
力
が
１０
ｋＷ

未
満
」
「
１
ｋＷ

当
た
り
の
導
入
価
格
が
６０

万
円
未
満
」
と
い
う
こ
と
。

地
方
自
治
体
の
補
助
金
は
、
制
度
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
条
件
や
補
助
金
額
が
バ
ラ
バ
ラ
で

す
。
東
京
都
の
場
合
、
補
助
金
額
は
「
１
ｋＷ

あ
た
り
１０

万
円
」
。
申
請
の
条
件
は
「
都
内
に
、
新
た
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
６
】
電
力
会
社
へ
の
連
系
申
し
込
み 

太
陽
電
池
で
発
電
し
た
電
気
の
余
剰
分
は
、
電
力

会
社
に
販
売
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
余
剰
分
の
買

い
取
り
は
国
が
「
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買
取
制

度
」
を
設
け
て
運
営
し
て
お
り
、
2011
年
度
の
買
い
取

り
価
格
は
「
１
ｋＷｈ

あ
た
り
４２

円
」
。
こ
の
買
い
取
り
価

格
は
全
国
均
一
で
、
制
度
適
用
後
１０

年
間
は
維
持
さ

れ
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
電
力

会
社
へ
の
申
し
込
み
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

 
 
 

７日 大雪           ２２日 冬至 

８日 針供養／御事納め     ２３日 天皇誕生日 

１３日 正月事始め／煤払い    ２５日 クリスマス 

１５日 年賀郵便特別扱い開始   ３１日 大晦日 

１
年
の
終
り
の
日
。
年
越
し
蕎
麦
を
食
べ
る
習
慣
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
で
、
元
々
月
末
に
蕎

麦
を
食
べ
る
習
慣
が
、
大
晦
日
の
み
に
残
っ
た
も
の
で
す
。
除
夜
の
鐘
は
１０８
回
撞
か
れ
、
眼
・

耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根
の
各
々
に
苦
楽
・
不
苦
・
不
楽
が
18
類
、
こ
の
18
類
各
々
に
浄
・

染
で
36
類
、
こ
の
36
類
を
前
世
・
今
世
・
来
世
の
三
世
に
配
当
し
て
108
と
な
り
、
こ
れ
は
人

間
の
煩
悩
の
数
を
表
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

2011
年
。
今
年
も
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
あ
っ
た
出
来
事
を 

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
そ
の
時
、
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？ 

 

【
１
月
】・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
が
発
生
。
こ
れ
に
触
発
さ 

 
 
 
 
 
 
  

れ
た
エ
ジ
プ
ト
等
ア
ラ
ブ
諸
国
で
反
体
制
デ
モ
が
起
こ
る 

        

・
霧
島
連
山
の
新
燃
岳
噴
火 

        

・
中
国
の
2010
年
国
内
総
生
産(

Ｇ
Ｄ
Ｐ)

が
世
界
第
２
位
に 

        

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
世
界
最
大
手
のF
ac
e
b
o
ok

が
15
億
ド
ル
を
調
達 

【
２
月
】・
八
百
長
問
題
等
で
大
相
撲
春
場
所
中
止
。
本
場
所
中
止
は
65
年
ぶ
り 

 
 
 
 

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
付
近
で
Ｍ
6.3
の 

 
 
 
 

地
震
が
発
生 

【
３
月
】・
東
北
地
方
太
平
洋
岸
沖
を
震
源
と
す
る
、
Ｍ
９
の
地
震
発
生 

        

・
九
州
新
幹
線 

博
多
〜
新
八
代
ま
で
開
業 

        

・
建
設
中
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
国
内
最
高
建
造
物
に 

【
４
月
】・
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
国
際
評
価
レ
ベ
ル
７
。
旧
ソ 

 
 
 
 

連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
同
レ
ベ
ル
評
価
に 

        

・
中
国
か
ら
有
償
貸
与
さ
れ
た
パ
ン
ダ
２
頭
上
野
動
物
園
で
公
開 

        

・
ソ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
個
人
情
報
流
出
事
件
発
覚 

        

・
英
国
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
結
婚
式 

【
５
月
】・
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
最
高
指
導
者
：
ウ
サ
マ
・ 

 
 
 
 
 
 
  

ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
殺
害 

【
６
月
】・
世
界
各
地
で
皆
既
月
食 

【
７
月
】・
2018
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
韓
国
平
昌
に
決
定 

        

・
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
女
子
代
表
初
優
勝 

        

・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
オ
ス
ロ
で
政
府
庁
舎
爆
破
、
ウ
ト
ヤ
島
で
銃
乱
射 

        

・
中
華
人
民
共
和
国
高
速
鉄
道
で
車
両
脱
線
、
追
突
事
故
が
発
生 

        

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
全
面
移
行(

一
部
除
く) 

        

・
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
計
画
終
了 

【
８
月
】・
リ
ビ
ア
で
カ
ダ
フ
ィ
政
権
が
事
実
上
の
崩
壊
↓
十
月
死
亡 

【
９
月
】・
菅
内
閣
総
辞
職
に
伴
い
、
野
田
政
権
発
足 

        

・
貧
困
と
格
差
社
会
の
解
決
を
求
め
る
ウ
ォ
ー
ル
街
の
一
角
の
占 

 
 
 
 
 
 
  

拠
が
開
始
。
そ
の
後
各
国
で
デ
モ
、「
占
拠
」
が
行
わ
れ
る 

        

・
紀
伊
半
島
各
地
で
台
風
に
よ
り
大
雨
・
大
水
害 

【
10
月
】・
タ
イ
王
国
で
大
水
害
。
600
万
ha
以
上
浸
水
し
、
甚
大
な
被
害 

        

・
ア
ッ
プ
ル
社
カ
リ
ス
マ
元
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ス
テ
ィ
ー
ブ
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
死
亡 

        

・
ト
ル
コ
で
Ｍ
7.2
大
地
震
発
生 

【
11
月
】・
フ
ラ
ン
ス
カ
ン
ヌ
で
Ｇ
20
首
脳
会
議 

【
12
月
】・
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
竣
工
予
定(

営
業
開
始
は
2012
年
春
予
定) 

        

・
イ
ラ
ク
駐
留
米
軍
完
全
撤
収
期
限 

 
 

取
り
上
げ
た
記
事
は
ご
く
一
部
。
今
年
は
世
界
中
で
大
き
な
自
然
災

害
が
お
き
ま
し
た
…
来
年
は
良
き
年
に
な
る
よ
う
祈
り
つ
つ
、
み
ん
な

が
手
を
携
え
て
協
力
し
合
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

修繕リフォームから新築工事の建物の事 
優良土地活用から物件探し等の土地の事 

北 本 建 設 株 式 会 社 
埼玉県北本市古市場 3-131        TEL：048-591-1234   
URL：http://kitaken1970.com   FAX：048-591-0019   


